
女
性
の
社
会
的
成
功
者
の
先
駆
け

　

下
田
歌
子
は
、
歌
人
で
あ
る
と
と
も
に
、
華

族
女
学
校
や
実
践
女
子
学
園
を
は
じ
め
、
多
く

の
女
学
校
の
設
立
・
運
営
に
当
た
っ
た
女
子
教

育
家
で
あ
り
、
明
治
天
皇
の
第
六
皇
女

常
つ
ね
の

宮
み
や

昌
子
内
親
王
と
第
七
皇
女

周
か
ね
の

宮み
や

房
子
内
親
王

の
御
用
掛
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
貧
困
階
層
の

女
子
の
教
育
や
救
済
事
業
に
取
組
ん
だ
社
会
事

業
家
で
も
あ
り
、
帝
国
婦
人
協
会
や
東
洋
婦
人

会
、
愛
国
婦
人
会
な
ど
、
い
く
つ
も
の
婦
人
団

体
を
束
ね
、
教
育
事
業
や
福
祉
事
業
に
取
組
ん

だ
。
そ
の
傍
ら
、
下
田
は
歌
集
や
教
科
書
、
家

庭
論
な
ど
、
膨
大
な
著
作
を
著
し
て
お
り
、
単

殺
す
る
」
と
ま
で
書
い
た
。
当
時
、「
日
本
で

一
番
多
く
月
給
を
と
る
婦
人
」
と
報
じ
ら
れ
た

下
田
は
、
平
民
社
に
と
っ
て
階
級
の
敵
で
あ
る

と
と
も
に
、
男
社
会
の
敵
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

一
方
、
森
鴎
外
は
、
小
説
『
青
年
』
の
中
で
、

主
人
公
の
青
年
に
、
高
畠
詠
子
（
下
田
）
は
「
あ

ら
ゆ
る
毀き

誉よ

褒ほ
う

貶へ
ん

を
一
身
に
集
め
た
こ
と
の

あ
る
人
」
で
あ
り
、「
悪
徳
新
聞
の
あ
ら
ゆ
る

攻
撃
」
を
受
け
た
と
語
ら
せ
て
い
る
。
評
論
家

の
赤
塚
行
雄
は
、『
平
民
新
聞
』
の
記
事
を
「
明

治
の
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
と
評
し

た
が
、
今
の
世
で
あ
れ
ば
、
そ
う
と
し
か
言
い

様
の
な
い
執
拗
な
「
攻
撃
」
が
、
今
日
に
至
る

ま
で
下
田
の
業
績
や
人
物
像
を
歪
め
て
き
た
。

こ
の
こ
と
は
、
日
本
の
近
代
史
や
女
性
史
研
究

に
と
っ
て
も
残
念
な
こ
と
だ
ろ
う
。

主
婦
が
主
宰
す
る
家
庭
の
創
造

　

さ
て
、
下
田
は
良
妻
賢
母
教
育
の
代
表
的
な
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行
本
だ
け
で
も
八
〇
冊
以
上
に
の
ぼ
る
。

　

そ
の
た
め
、
下
田
は
、
当
時
、
最
も
著
名
な

女
性
の
一
人
だ
っ
た
。
石
川
啄
木
は
、
一
九
〇

七
年
、『
小
樽
日
報
』
に
、「
淡
紅
色
の
リ
ボ
ン

を
叔
母
さ
ん
に
貰
っ
て

鼠
ね
ず
み

泣な
き

す
る
十
二
三
の

娘
小
供
で
さ
ヘ
下
田
歌
子
の
名
を
知
ら
ぬ
は
な

し
」
と
書
い
て
い
る
。
だ
が
そ
れ
ゆ
え
に
、
下

田
は
世
の
様
々
な
批
評
に
さ
ら
さ
れ
て
き
た
。

啄
木
は
、
先
の
こ
と
ば
に
続
け
て
、
女
史
は
「
一

個
の
怪
物
な
り
、『
誤
れ
る
思
想
』
の
権
化
な
り
」

と
書
い
て
い
る
。
平
民
社
の
『
日
刊
平
民
新
聞
』

も
、
同
年
、「
妖
婦
下
田
歌
子
」
と
題
し
て
根

拠
の
な
い
「
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
」
記
事
を
連
載
し
、

同
紙
の
最
終
号
に
は
、
下
田
を
「
精
神
的
に
虐

リ
レ
ー
連
載

近
代
日
本
を
作
っ
た
100
人　

 

87

下
田
歌
子
―
―
女
性
の「
国
民
化
」を
求
め
て広

井
多
鶴
子
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そ
が
国
家
の
発
展
に
つ
な
が
る
と
い
う
信
念
を

抱
き
続
け
た
。
そ
の
た
め
下
田
は
、
女
性
が
家

庭
と
い
う
領
域
を
踏
み
越
え
て
、
男
性
と
同
等

の
国
民
と
し
て
の
権
利
を
求
め
る
婦
人
参
政
権

運
動
や
『
青
鞜
』
な
ど
に
は
否
定
的
だ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
下
田
は
「
国
家
主
義

者
」
や
「
保
守
主
義
者
」
と
評
価
さ
れ
て
き
た
。

だ
が
、
女
性
が
男
性
と
同
等
の
国
民
と
し
て
認

め
ら
れ
な
い
時
代
に
あ
っ
て
、
下
田
は
女
性
の

参
入
を
認
め
な
い
男
性
社
会
と
の
対
立
を
回
避

し
つ
つ
、
国
家
社
会
の
基
盤
た
る
家
庭
を
女
性

の
領
域
に
す
る
こ
と
で
、
男
性
社
会
に
女
性
を

イ
デ
オ
ロ
ー
グ
と
し
て
知
ら
れ
る
。
良
妻
賢
母

論
は
、
か
つ
て
は
儒
教
道
徳
に
基
づ
く
前
近
代

的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
見
な
さ
れ
、
今
日
で
は
性

役
割
を
固
定
し
、
女
性
を
抑
圧
す
る
近
代
の
性

別
役
割
分
業
論
と
し
て
批
判
さ
れ
る
。
だ
が
、

当
時
に
あ
っ
て
、
良
妻
賢
母
論
は
、
女
性
の
地

位
を
上
げ
る
た
め
の
新
し
い
思
想
だ
っ
た
。

　

下
田
は
、
男
子
に
は
外
に
「
仕
え
る
主
君
」

な
る
も
の
が
い
る
が
、
女
子
は
結
婚
し
て
主
婦

と
な
る
と
、「
別
に
仕
へ
る
主
君
と
い
ふ
も
の

は
い
な
い
の
で
あ
り
ま
す
」
と
述
べ
、
主
人
＝

夫
に
よ
る
支
配
を
否
定
し
た
。
そ
し
て
、
主
婦

が
担
う
家
政
は
、
男
子
の
行
う
「
国
事
」
と
異

な
る

所
と
こ
ろ

が
な
い
と
し
て
、
女
性
の
役
割
の
重

要
性
を
主
張
し
た
。
下
田
の
良
妻
賢
母
論
は
、

ア
メ
リ
カ
家
政
学
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
言
わ
れ
る

キ
ャ
サ
リ
ン
・
ビ
ー
チ
ャ
ー
と
同
様
、
一
家
の

主
が
支
配
す
る
「
家
」
を
、
主
婦
が
主
宰
す
る

「
家
庭
」
へ
と
転
換
さ
せ
る
こ
と
で
、
女
性
の

社
会
的
地
位
を
上
げ
よ
う
と
す
る
ド
メ
ス

テ
ィ
ッ
ク
・
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

下
田
は
ま
た
、
主
婦
と
し
て
の
役
割
を
果
す

こ
と
は
女
性
の
国
民
と
し
て
の
責
務
で
あ
り
、

社
会
の
基
盤
と
な
る
家
庭
を
形
成
す
る
こ
と
こ

▲下田歌子（1854 − 1936）
幼名、平尾鉐（せき）は、
1854（安政元）年、岐阜県岩
村藩に生まれる。1971（明治
四）年、満 17歳で上京。翌
年宮中に出仕し、約8年間、
美子（はるこ）皇后に仕え、「歌
子」という名を賜る。結婚に
より宮中を辞した後、1882年
に桃夭（とうよう）学校を開設。
夫の病没後の1885年、華族
女学校の発足と同時に幹事
および教授兼学監に就任し、
1907年まで 22年間、華族女
学校の教育を担う。その一
方、1893年 9月から約2年間、
皇女教育に当たるために欧米
各国の女子教育を視察する。
1899年、私立実践女学校と
女子工芸学校を設立。順心
女学校（現広尾学園）、帝国
婦人協会新潟支会附属裁縫
伝習所（現新潟青陵学園）、
愛国夜間女学校など、13校
以上の設立運営にかかわる。
1936年82歳で逝去。

国
民
と
し
て
認
め
さ
せ
よ
う
と
し
た

の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
下
田
の
構
想

は
、
婦
人
参
政
権
運
動
と
は
別
の
も

う
一
つ
の
女
性
の
「
国
民
化
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

（
ひ
ろ
い
・
た
づ
こ
／
教
育
学
・
家
族
史
、

下
田
歌
子
記
念
女
性
総
合
研
究
所
所
長
）


